
歳入歳出決算総括表健全化判断比率及び資金不足比率の公表

（前年比）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成26年度決
算をもとに算定した財政健全化比率及び資金不足比率を公表します。
　財政健全化判断比率の４指標のうち１つでも基準を超えた場合は、「財
政健全化計画」や「財政再生計画」を定めることになっていますが、芝山
町では財政健全化判断比率及び資金不足比率でも基準を超えることなく、
健全な財政を保っています。

〔用語の説明〕
・実質赤字比率…一般会計における赤字の程度を指標化したもの。
・連結実質赤字比率…全ての会計における赤字の程度を指標化したもの。
・実質公債費比率…借入金およびそれに準じた経費の一般財源における比重
　　　　　　　　　を指標化したもの。
・将来負担比率…一般会計の借入金や将来支払っていく可能性のある経費な
　　　　　　　　どの現時点での残高の程度を指標化したもの。
・資金不足比率…公営企業会計の資金不足を料金収入などの額と比較して指
　　　　　　　　標化したもの。

◎財政健全化判断比率
（単位：％）

（単位：％）◎資金不足比率

（注意）資金不足額がない場合は、「－」と表示。

（注意）実質赤字額、連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は、「－」と表示。

区分

区　分

平成26年度

歳入決算額 歳出決算額 差引額

国民健康保険

一般会計

国民健康保険

農業集落排水

公共下水道

介護保険

後期高齢者医療

53億8,419万円

12億4,679万円

7,527万円

3億8,042万円

5億7,097万円

7,266万円

77億3,030万円

50億4,957万円

11億5,215万円

7,527万円

3億5,760万円

5億4,577万円

7,207万円

72億5,243万円

3億3,462万円

9,464万円

0万円

2,282万円

2,520万円

59万円 

4億7,787万円

特
別
会
計

合　計

のため健全な財政運営に努めました快適さ豊かさを実感できる町づくり
土地

建物

基金

666,713㎡

52,383㎡

17億8,632万円

11億2,658万円

21,586㎡

3,138㎡

－3,093万円

5,611万円
有価証券
及び
出資金

●町の財産

一般会計

合　　計

特別会計
（下水道関係）

24億3,323万円

15億9,566万円

40億2,889万円

●町の借りているお金（全会計）
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●町債の状況（全会計）

借入残高

財政状況の公表

平成26年度

　平
成
26
年
度
決
算
が
、
９
月
18
日
の
第
３
回
定
例
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
平
成
26
年
度
に
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
な
わ
れ

た
か
を
示
す
と
と
も
に
、
町
の
一
年
間
の
歩
み
の
結
果
で
も

あ
り
ま
す
。

　平
成
26
年
度
、
町
に
は
、
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
、
各
会
計
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

芝山町数値

早期健全化基準

実質赤字比率

－

15.0

連結実質赤字比率

－

20.0

実質公債費比率

4.5

25.0

将来負担比率

－

350.0

特別会計の名称

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

資金不足比率

－

－

経営健全化基準

20.0

20.0

決
算

商工費
4,967万円(1.0%)

議会費
9,078万円(1.8%)

公債費
2億1,504万円(4.3%)

消防費
2億629万円(4.1%)

農林水産業費
1億9,787万円
(3.9%)

衛生費
4億702万円
(8.1%)

民生費
10億2,096万円(20.2%)

総務費
15億8,695万円(31.4%)

一般会計の歳出は５０億４,９５７万円で
前年度に比べ０.２％の増となりました。

町民一人当たり

H27.3.31現在　人口7,643人
66万円の支出

教育費
5億7,698万円(11.4%)

土木費
6億9,801万円(13.8%)

地方交付税
2億7,557万円(5.1%)

地方譲与税
8,322万円(1.5%)

県支出金
1億9,725万円(3.7%)

国庫支出金
2億4,182万円(4.5%)

町税
24億1,376万円(44.8%)

固定資産税 16億3,436万円(30.4%)
町民税　 　  6億5,954万円(12.2%)
      　  (個人3億2,987万円)　　　　
　  　   (法人3億2,967万円)
町たばこ税 　  　9,764万円(1.8%)
軽自動車税　　   2,222万円(0.4%)

町債
1億3,800万円
(2.6%)
利子割交付金
ほか各交付金
2億6,124万円
(4.9%)

財産収入
1,044万円(0.2%)

寄附金
588万円(0.1%)

使用料及び手数料
2,194万円(0.4%)

分担金及び負担金
1億1,011万円(2.0%)

諸収入
9億2,952万円(17.3%)

繰入金
3億2,727万円(6.1%)

繰越金
3億6,817万円(6.8%)

一般会計の歳入は５３億８,４１９万円で
前年度に比べ０.４％の減となりました。

町税の内訳

歳出総額
（目的別歳出）

50億4,957万円

歳入総額

自主財源
（77.7％）
依存財源
（22.3％）

53億8,419万円
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